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令和２年度県央ブロックごみ・し尿処理広域化推進協議会概要議事録 

 

開 催 日：令和３年３月 24日（水） 

開催場所：盛岡市総合福祉センター ４階講堂 

開催時間：午前 10時 00分から午前 11時 10分まで 

傍 聴 者：26名 

報道機関：９社 

次  第：１ 開  会 

     ２ あいさつ 

     ３ 報  告 

(1)令和元年度協議会事業報告及び決算報告について 

(2)令和２年度協議会事業中間報告及び決算見込みについて 

４ 協  議 

(1)県央ブロックごみ処理施設整備予定地の選定等の取扱いについて 

(2)令和２年度協議会補正予算（案）について 

(3)令和３年度協議会事業計画（案）及び予算（案）について 

５ そ の 他 

６ 閉  会 

 

会議結果・要旨 

発言者 内    容 

事務局 

 

 

 

会長谷藤盛岡市

長（以下「会

長」。） 

 

 

 

１ 開  会 

 事務局から開会を宣言 

 

２ あいさつ 

 県央ブロックごみ・し尿処理広域化推進協議会の開催に当たり，一

言ごあいさつを申し上げます。 

 本日は，年度末の御多忙のところ，またコロナ禍の中，構成市町をは

じめ，岩手県環境生活部様にも御出席を頂き，心より感謝申し上げます。 

また，皆様には，将来の人口減少や施設の老朽化など，盛岡広域８市町

に共通する課題に対応するため，圏域における効率的で環境負荷の低減
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会長 

 

 

が図られたごみ処理体制により，循環型社会の形成を目指す取組である

「ごみ処理広域化」の推進に，多大なる御協力を頂いており，重ねて感

謝申し上げます。 

 さて，本協議会では平成 27年１月に策定した基本構想に基づき，圏

域における新しいごみ処理施設の整備候補地について，令和２年２月に

開催した協議会において，「最も有力な候補地である盛岡インターチェ

ンジ付近について，地域との協議を継続することとして，整備予定地の

決定については，今後慎重に，かつ総合的に判断する。」としたことか

ら，以後，同候補地の地域住民や関係者等に対し，広報もりおかや冊子

を配布するなど，整備予定地の決定に向けて周知を図ってきたところで

ございます。 

 本日は，令和元年度事業及び決算，令和２年度事業の状況について御

報告申し上げるとともに，県央ブロックごみ処理施設整備予定地選定等

の取扱いなどについて御協議をお願いしたいと考えております。 

忌憚のない活発な御意見を頂くとともに，今後とも本協議会の事業運

営につきまして，御指導，御協力を賜りますようお願いを申し上げまし

て，開会にあたってのあいさつとさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

協議会規約第５条第１項の規定に基づき会長が議長となり議事進行 

 

３ 報  告 

  

報告(1) 「令和元年度協議会事業報告及び決算報告について」事務局

から報告をお願いします。 

 

[事務局から説明] 

 

事務局から報告があったところですが，この件について皆さまから御

意見，御質問等があれば，頂きたいと思います。 

よろしいでしょうか。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(「はい」の声あり。) 

 

報告(2) 「令和２年度協議会事業中間報告及び決算見込みについて」

事務局から報告をお願いします。 

 

[事務局から説明] 

 

事務局から説明がありましたが，この件について皆さまから御意見，

御質問があれば頂きたいと思います。 

(「なし」の声あり。) 

よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 

協議(1) 「県央ブロックごみ処理施設整備予定地の選定等の取扱いに

ついて」事務局から説明をお願いします。 

 

[事務局から説明] 

 

県央ブロックの新しいごみ処理施設の整備予定地の選定等の取扱い

に関し，事務局から最も有力な整備候補地としている「盛岡インターチ

ェンジ付近」の状況について説明がありました。 

これまで，住民説明会や懇談会，施設見学などを通じて，地域との意

見交換を重ね，また，令和２年度は，冊子版の配布など，丁寧で分かり

やすい説明に努めてきております。 

そうした中で，令和３年２月に，土淵地域活動推進協議会から，「整

備予定地に決定された場合は，受入れを決定し，まちづくり計画の策定

に向けて準備を開始する。」という意向が表明されており，広域化や施

設整備に対する地域住民の理解が深まってきていると考えられ，整備候

補地の所在市である盛岡市としては，盛岡インターチェンジ付近を，新

施設の整備予定地に選定するという結論を出す状況にあると考えてい

るところです。 

その上において，整備予定地の選定等の取扱いについて，皆様から御
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八幡平市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

滝沢市長 

 

 

 

 

 

 

 

意見を頂きたいと存じます。 

 八幡平市さんお願いします。 

 

この問題は何年になりますか。（「10年」の声あり。）これに参加して，

様々議論してきたところですが，本音のところでは私は分散という処理

方法がいいのではないかと。そのためには，平成 10 年代に，県が国の

指示によって定めた広域６ブロック方針を改めない限りはだめだと思

う。当市に反対の陳情に来られる方々にも「我々に来るより，県に方向

転換を求めるべきではないか，それがこのごみ処理問題を解決する唯一

の手でしょう。」とお話しましたし，私なりにも県議会議員，今の与党，

共産党，立憲民主の県会議員の皆さんにも，県の方針を変えるお願いを

してまいりました。でも，それがなかなか実現もしないし，動きもさっ

ぱり見えない。そういう中で，現在ここに至っております。 

我々，自治体からすると，やはり抱えているごみ処理場そのものが，

もう寿命を延ばし延ばし使って，もう限界にきているのが実態です。こ

れ以上は，延ばせない。県の姿勢も頑なで，一切６ブロック制は崩した

くないという反応です。ここに至っては，今までの努力を無にしないた

めにも，早急にこの事業を進めていただきたいというのが，偽らざる気

持ちです。もう万策が尽きました。もうこれは進める以外はない。とう

いうことで，ぜひお願いしたい。 

 

それでは滝沢市さんお願いします。 

 

私も八幡平市長さんと大体同じ考え方です。結論から申し上げます

と，今日この場で結論を出すべきである。先ほど，会長から提案があり

ましたが，「今日この場で結論を出すべきである。」と考えています。や

はり，これまでの経過をよく振り返ってみないといけないと思っていま

す。 

平成 23年の１月にこの協議会が設立されました。ちょうど 10年前で

あります。10 年間いろいろこの件について，協議をしてきています。

これが一つ。 
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会長 

 

平成 27 年の１月に６施設がそれぞれ建て替える場合と，１施設に集

約した場合を比較して，費用や環境負荷の面から１施設に集約すること

にした。これは，基本構想に入っており，決定しているわけであります。 

基本構想では，同時に，盛岡市に整備する方針を示しております。こ

れは，盛岡市の大英断だと思って感謝を申し上げるところであります。 

平成 31 年３月，盛岡インターチェンジ付近を最も有力な候補地とし

て選定をしたとあります。更には，秋田市，仙台市，武蔵野市，さいた

ま市を視察しているのですが，この中で「不都合や支障があった。」と

いう報告は聞いていないということであり，これまでの経緯を考えて

も，もう結論を出すべきだと考えております。 

滝沢市の事情を申し上げますと，今の施設は平成 14 年に建設されて

います。老朽化が進んでいて，本来の令和 11 年あたりまでは何とかも

ちそうだが，そこから先は，手入れをして，延命措置をして，何とかや

っていかなければならない。そういう面からも，是非この場で決めてい

ただきたい。改めて，滝沢市の考え方を申し上げますと，これまで視察

した他の施設に不都合や支障がないこと等を確認の上，この場で是非結

論を出していただきたい。 

それから，ここで結論を出すと，「公式ルート」に乗ることになりま

す。この「公式ルート」の中には，環境アセスメントがあります。環境

アセスメントは，２年か３年かかり，今の私たちの考えが良いのか，悪

いのかはっきり公的に判断をされます。ノーということが出れば，これ

からやろうと思ってもできないことになるので，早く公的なルートに乗

せる必要があると思います。 

とにかく何も決めないまま，時間だけが過ぎていくことだけは，絶対

避けたいと考えております。方向性を持てば，滝沢市民への説明もでき

ます。この点については，広域と相談しながら進めますけれども，市民

への相談を進めてまいりたい。こういう意味から，是非ともこの場で決

めていただきたい。このようにお願い申し上げます。 

 

雫石町さん。 
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雫石町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

葛巻町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

岩手町長 

 

雫石町は滝沢市と広域で処理しており，滝沢市長からお話がありまし

たとおり，年数的にこれから 10 年ということになると，延命措置に莫

大な経費が掛かってくるわけであります。今まで 10 年間の経過，それ

から住民説明会，情報提供，これらを全て勘案すると同時に，土淵地区

からの「まちづくり計画」の準備に向け進める意向が示され，やはり，

これ以上延ばしても同じじゃないかという思いがします。どこかでは判

断しないといけない思いもありますので，できれば今日決めていくのが

ベストかなと思っております。 

ただ，今後とも地域住民も不安な方もあろうかと思いますので，丁寧

な説明をしていきながら，今後の環境負荷の低減に関し，最新の技術を

取り入れることを思いに入れながら決定を頂ければと思っております。 

 

葛巻町さん。 

 

これまでも，この施設整備につきましては県から示された広域１箇所

ということで進めてきたものです。その中で，我々も本当に１箇所で良

いのかということも含めながら，協議を重ねてきたわけです。候補地の

選定に関しては，地域の皆さんの御意見があることも，よく理解してお

ります。「地域の反対をしている皆さんにも丁寧な説明をしながら，御

理解を頂くことが大事」と会議の中で申し上げ，それをしっかり時間を

かけ協議を重ねてきていただいたものと思っております。10 年という

歳月が経過しているものであり，そろそろ決定をすべき時期かというこ

とも正直な考えであります。そういうことから，今後においても地域の

皆さんには情報提供し，説明を丁寧にさせていただき地域協力を得られ

るように努めていただくことを思いながら，盛岡市，盛岡市長の御意見

には反対するものではございません。以上であります。 

 

岩手町さんお願いします。 

 

人口が減少して，それが目に見えるような形で，今までと違う社会に

これから突入していくだろうと思っています。その中で持続可能なまち
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会長 

 

矢巾町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

づくり，あるいは，ごみ処理施設の広域化というのは，避けて通れない

要素となってくると理解しています。岩手町のごみ処理施設も昨年今年

かけて延命措置をやったが，現有施設の延命化も先が見えているわけで

す。一刻も早い新しい施設の処理が始められるように，候補地について

早く決定すべきと思っています。 

総合的に判断して，技術革新，先端技術の発達・発展もあるが，それ

を最大限に取り入れながら，処理をしていくということで，是非早く決

定していただきたいと思います。 

広域の皆様，候補地周辺の皆さんには今後も丁寧な説明をしながら，

理解を頂くように，プロセス重視で方法論については更に磨きをかけな

がら，是非対応していただきたいと思います。 

 

はい。矢巾町さんお願いします。 

 

矢巾町ですが，資料３の 17ページの「４ 選定要素のまとめ」ですが，

これにつきると思います。今年の２月に土淵地域活動推進協議会から

「盛岡インターチェンジ付近が整備予定地に決定された場合は受け入

れを決定し，まちづくり計画の策定に向けて準備を開始する意向である

こと。」が表明されました。私はこの意向を最大限に尊重すべきだと思

う。八幡平市長さんはじめ今お話がありましたが，もう結論を出すべき

だと思います。 

ただ，地域の様々な意見があることも踏まえてとあるので，これから

も丁寧な説明責任は果たしてもらいたいということで。私どもも，町に

持ち帰り，議会にも全員協議会で説明してまいりたいと思っておりま

す。 

先ほど八幡平市長さん，滝沢市長さんからお話がありましたが，私ど

もも盛岡紫波地区環境施設組合という（組合を）盛岡の都南，紫波町，

矢巾町ということで（施設を運営していますが），老朽化しております

ので，これ以上先送りできないということです。私ども，いわゆる即断，

完遂，必須の大きな案件だと思うので，是非取り組んでいただきたいと

思います。以上です。 
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会長 

 

紫波町長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紫波町さん。お願いします。 

 

最初，盛岡広域で数多くの候補地の中から結果的に１箇所に絞り込ま

れたものであり，これ以上の場所はないと思います。現施設が老朽化し

ており，ここで結論を出して進むべきと思います。我々は，地域の皆さ

んに丁寧な説明をする必要があるわけでありますが，これから各市町

は，できるだけごみの減量化に努め，負担をかけないような政策に転換

をしていかなければならないと思います。以上です。 

 

ありがとうございました。皆さんから様々な御意見を頂きました。こ

の協議会も 10 年に渡って，いろいろ協議をしてきたわけですが，それ

ぞれの施設が老朽化して延命措置を取りながらやっておりますが，限界

のところまで近づいて来ていると思います。 

皆様の御意見を総合いたしますと，これまで重ねてきた住民説明会，

懇談会，施設見学，それぞれ地域の住民の方々に参加していただきなが

ら，いろいろな施設を見ていただきましたけれども，本当に臭いもない，

煙もない，町の中に設置してある施設等を見て来ていただきました。ま

た，熱利用等についても有効活用も行われていることで，視察に参加さ

れた皆様には大変好評であったようです。そういう形で取り組んでいた

だければ，という声が大きかったと捉えております。 

令和２年度には冊子でありますけれども，広く配布をさせていただい

て，ごみ処理広域化や施設整備についての住民理解も広がっているもの

と捉えています。 

それから，本年２月に土淵地区から「整備予定地に決定された場合は，

これを受け入れて，まちづくり計画の策定に向けて準備を開始する。」

という意向が示されたところです。協議会としても地域の皆さんと，ま

ちづくりに関する意見交換を進めていく必要があること，また現有施設

の老朽化の状況なども鑑み，整備予定地の選定に結論を出すべき時期で

はないかという御意見が多数あったと受け止めさせていただいており

ます。 

一方で，施設整備に不安を持っている方々もおられるわけですので，
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も丁寧な説明が必要になるという，御意見も頂きました。これらを

踏まえて，整備予定地の選定等の取扱いにつきましては，「盛岡インタ

ーチェンジ付近」を県央ブロックごみ処理広域化に係る新たなごみ処理

施設の整備予定地として選定することとし，引き続き，地域住民や関係

者に対し，ごみ処理広域化や施設整備，廃棄物エネルギーを利活用した

地域振興，まちづくり等について丁寧に説明し，意見交換を重ねていく

こととしたいと存じますが，その方向でよろしいでしょうか。 

(「よし」の声あり。) 

 

10 年という時間を重ねてきたわけですけれども，ここで方向性を出

したいと思っております。また，加えて整備予定地の地権者の御協力が

なければ進まない部分もございますけれども，そういう方向の上にこれ

から様々な協議を進めさせていただきたいと思いますので，そういう方

向でよろしいでしょうか。 

(「はい」の声あり。) 

ありがとうございます。 

 

次に協議(2) 「令和２年度協議会補正予算（案）について」事務局か

ら説明をお願いします。 

 

[事務局から説明] 

 

ただいま説明があったところでございますが，皆さんの方からこの件

について御意見，御質問等，確認したいことがあれば頂きたいと思いま

す。 

(「なし」の声あり。) 

ありがとうございます。 

 

次に協議(3) 「令和３年度協議会事業計画(案)及び予算（案）につい

て」事務局から説明をお願いします。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

葛巻町長 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[事務局から説明] 

 

ただ今，事務局から令和３年度の事業計画，そして，今後の方針（案）

について，説明がありました。 

今後の方針（案）においては，ごみ処理広域化を進めていく上での課

題と，検討方針のほか，令和４年度に一部事務組合を設立し，新たなご

み焼却施設については，令和 13年度の供用開始を目指すという，「整備

スケジュール（案）」が示されたところです。 

令和３年度以降の進め方について，皆様から御意見を頂きたいと存じ

ますが，いかがでしょうか。 

 

40 ページの費用負担のところですが，組合の設立までの負担につき

ましては，こういう内容で良いと思うわけであります。ただし，施設が

完成した後の負担でありますが，これについてはもう少し時間をかけて

議論しながら決定したほうが良いと思います。焼却炉，焼却施設の仕様

も決定していないこと，あるいはまたエネルギーの利用についても方向

性も定まっていないことから，ここについては少し時間をかけていただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

施設の供用開始までの整備については，そのとおりということです

が，炉に関連する部分については，まだ協議に時間を要するのではとい

うことです。 

ほかにございますでしょうか。 

(「なし」の声あり。) 

それではスケジュールと課題については，今後とも協議する場面もあ

ると思うのでよろしくお願いしたいと思います。 

皆さんから頂いた御意見を踏まえまして，令和４年度の一部事務組合

設置とし，令和 13 年度の新たなごみ焼却施設の供用開始を目指すこと

とし，課題として挙げております項目，今後につきましても構成団体で

協議を重ねていくこととして圏域における３Ｒの推進，適正処理体制の

確立を目指し，方向性を具体的に検討していくこととしたいと思います
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岩手県資源循環

推進課長 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

矢巾町長 

 

 

 

会長 

 

が，よろしいでしょうか。 

(「はい」の声あり。) 

 

本日予定の協議案については以上となります。 

本日は県から出席いただいておりますが，今の時点で御指導いただけ

ることがあれば，お願いします。 

 

県の資源循環推進課総括課長の佐々木です。本日，この協議会で盛岡

インターチェンジ付近を整備予定地に選定したということを受けまし

て，県としても盛岡広域８市町の今後の取組が進展するよう計画策定等

への技術的支援や国への申請等について引き続き支援してまいりたい

と思いますので，今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 いずれ今までも県の広域化に沿って，我々も進めてきたわけでありま

すので，支援策や国への交渉等も含めてしっかりとお願いしたいと思う

のでよろしくお願いします。 

 

次に,「その他」として，皆様から何かありますでしょうか。 

 

今日，方向付けをしたわけでありますが，何と言っても協議会の会長

でございます盛岡市長さん，事務局の皆さん方には，これまでの御労苦

に感謝を申し上げます。 

 

ありがとうございました。 

ほかにございますでしょうか。 

(「なし」の声あり。) 

それでは特にないようでございますので，議事進行は以上で終了させ

ていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

５ 閉  会 

事務局から閉会を宣言  


